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 総会 4月22日(月)

佐治町まちづくり協議会

4 月の行事・会議案内

 敬老会実行委員会 4月26日(金)

※事業に参加希望の方は地区公民館までご連絡ください。

会議については、対象となる方には随時通知でお知らせします。
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下加瀬木集落で防災訓練実施。

佐治町まちづくり協議会：地域・環境部

ー退職のあいさつー

一年足らず公民館に勤めさせていただきましたが、一身上の都合により退職さていただきます。

住民の方、まちづくり協議会の皆さまには、大変お世話になりありがとうございました。

皆さまの身近なところで何か役に立ちたいと思い勤めたところですが、時間だけが経ってしまい

ました。やっとお顔とお名前が一致するようになったのに、とても残念です。佐治町は「佐治谷七

里」のとおり、佐治川沿いに細く長いところに集落が点在し少子高齢化が進行しています。まちづ

くり協議会等の皆さまが、地域のために尽力されている姿を拝見しながら、貴重な体験に合わせて

地域の方とふれあうことができ有意義なときを過ごしました。

現在、住民主体の仕組み作りとして「小さな拠点事業」が立上げ中ですが、「公民館事業」と上

手く連携することにより、車の両輪となって進むことを期待しております。また、佐治には「五し

の里」のとおり「梨、和紙、話、星、石」の宝があります。これらのポテンシャルを有機的に活用

し、県内外の集客やインバウンドを含めた地域振興により、先進的なところとなりますようお祈り

申し上げます。

本当に、ありがとうございました。

佐治地区公民館 主事 岡本 正德
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この度、３月をもちまして公民館を退職することになりました。2年足らずの勤務となり

ましたが、地域の皆さんの温かさに触れることが出来、また、様々な事を学ばせて頂き深

く感謝いたします。公民館事業では初めて「縄をなう」体験をしたり門松作りをしたり、

または、神楽獅子に頭を噛んでもらったり(笑)。今まで経験した事のない事をたくさんさ

せていただきました。街暮らししか知らなかった私にとって非常に楽しくバラエティに富

んだ２年でした。これからは公民館ではお会いすることは無くなってしまいますが、その

辺をうろついておりますのでその時は、にっこり笑顔でよろしくお願いします。短い間で

 総会 4月25日(木)
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スミヤキストになる

30年勤めた会社を退職し仲間と産業用の炭をつくる会社を立ち上げて2年と

半年になります。

何か世の中のためになることがしたいと右往左往するうち島根県の益田市で間伐

材でも竹でも樹皮でも原料を選ばず大量の粉炭がつくれる「プール式炭化生成

窯」と出会い衝撃を受けました。すげえ！！頭の中に電気が走った状態で飛び込

んだわが炭焼き稼業ですが会社勤めでは経験することがなかった困難や苦しいこ

とも多々あり、えらい道を選択してしまったなと思うこともたびたびです。

でも最初に窯と出会った時の すげえ！！という気持ち、鳥肌が立ったとかゾク

ゾクしたとか表現のしかたは様々ですが、それは自分が持って生まれた感覚であ

り心の声なのだと思います。自分の心の声を信じ、この道を選んで本当に良かっ

たと思えるよう奮闘しております。
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「何とかならないか」

時々、「佐治は終わった！」「佐治は駄目だ」と

かネガティブな意見を耳にすることがあります。確

かに数十年前より地場産業は衰退し人口も減り空き

家も増えています。その様なことを言われる方もこ

こに生まれここで育ち、心の片隅では「何とかなら

ないか」と思っておられるのではないでしょうか。

⇐

寄稿していただいた方におともだちを紹介していただくペンリ

レー。佐治のみなさんに参加していただくコーナーです。

北尾泰志さんからの紹介

 同集落のつながりで・・・

西尾 伸一さん（58） 加瀬木
にしお しんいち

歴史探究家

西尾正之氏の
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【佐治歴史小話・４】稲の伝来
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みんなの「何とかならないか」「何かできないか」そんな思いが、いま進めている「小さ

な拠点事業」です。何か施設や建物を建てるのではなく、これからも暮らしを守り地域コ

ミュニティを維持し持続可能な地域づくりを目指そうとしています。現在、推進委員会を

立ち上げて新しい地域運営組織（ＮＰＯ）の設立に向け準備をしています。

まだ、佐治には老若男女約1,900人が暮らしています。その知恵とパワーを集結して出来

ることから少しずつ事業（サービス）を増やしていこうと計画していますが、最も大切な

のは佐治に暮らすみんながポジティブでモチベーションを下げないことです。
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